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更新履歴 
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vol.01.04 ２００４年　２月　３日 「業者別品目マスタ」項目詳細追加

vol.01.05 ２００４年　３月　１日 「使用高分析表」を「差益高分析表」に変更 
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独自薬剤登録方法を追加

vol.02.02 ２００４年　６月１１日 「差益高分析表」「在庫一覧表」「棚卸一覧表」
合計金額帳票追加

vol.03.00 ２００４年１０月１２日
「使用量一覧表」の削除 
「デッドストックリスト」「発注リスト」 帳票追加
初期設定用画面追加

vol.03.04 ２００５年０１月１５日 記述の修正 

vol.03.05 ２００５年０１月２５日 CSV取り込みに関する修正

vol.03.26 ２０１０年０３月２５日 03.26対応

Vol.03.33 ２０１３年０２月１４日 初期薬剤取込時の注意を追加
ページ番号の修正
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１．はじめに 
薬剤在庫管理ソフト（以下、本ソフトとします）は、日々の薬剤の仕入を入力することによって、

日医標準レセプトソフト（以下、日レセとします）の患者データや薬剤データを参照して、 

薬剤在庫の一覧や、薬剤使用患者一覧などの帳票を出力することができます。 

この取扱説明書は、本ソフトを使用する上での使用方法を記述したものです。 

２．業務の流れ 
本ソフト導入時の処理と、本ソフトを利用した日次、月次業務の流れを説明します。
 

２．１．導入時処理 
□ 事前準備      ・ 仕入業者の決定とコード設定 

・ 管理対象品目の決定と仕入単位、コード設定 
・ 実地棚卸

■ 基本設定     ・ 棚卸準備一覧表の在庫単価（バラ数単位の薬剤価格）
→P.27棚卸準備一覧表の項目③参照 

・ 伝票入力：単価入力設定または単価割返設定 
→P.20 (5)参照 

・ 小数点以下の処理 ：金額表示の整数、または小数点以下表示 
・ 平均単価計算期間 ：設定月を基準に一年の納入価から計算 
・ 出力プリンタの指定 ：各マシンに、出力プリンタを設定 

■ 初期登録      ・ 業者登録 
・ 薬剤登録（ＣＳＶファイルから登録可） 

■ 新規棚卸 ・ 実地棚卸量の入力 

２．２．日次業務 

■ 伝票入力      ・ 業者処理 ： 仕入／返品／値引（値増） 
・ 院内処理 ： 部門出庫／部門返品／調整／廃棄 

■ データバックアップ 
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２．３．月次業務 

■ 薬剤使用量取込 
日レセから、該当月の薬剤使用量を取り込みます。 

■ 月次処理（帳票出力準備） 
該当月の入力情報を取りまとめ、帳票出力の準備をします。 

■ 各種帳票出力 ・ 品目別差益高分析票 
・ デッドストックリスト 
・ 薬剤発注リスト 
・ 指定品目使用患者一覧表 
・ 仕入先別伝票一覧表 
・ 在庫一覧表 

２．４．期末処理 

棚卸による期末在庫合わせ、整理業務です。 
医院の運営形態によっては、月次処理と同時に行う場合もあります。 

■ 薬剤使用量取込 
■ 月次処理 

□ 実地棚卸 

■ 棚卸準備一覧表 出力         ・ 実在庫を記入、理論在庫と比較 

■ 伝票入力                    ・ 伝票入力、在庫量の修正
 
■ 棚卸入力                    ・ 実在庫の入力 

２．５．その他の処理 

■ 薬剤情報更新                ・ 新薬剤や適用期間、薬価変更の情報を更新する。 

３．ソフトの起動と終了 
本ソフトの起動・終了について記述します。 

３．１．起動
図1のアイコンを選択すると、薬剤在庫管理システムが起動します。 

図１ 起動アイコン 

システムを起動すると、図2のようなメニュー画面が表示されます。
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図２ メニュー画面 

  ※ 図2のメニュー画面を表示するには、設定ファイルの項目“maintenance_mode”（初期表示
設定項目）を“０”に設定して、本ソフトを起動する必要があります。 

３．２．終了
図2のメニュー画面で、「終了」を選択してください。 
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４．本ソフトの使用法 
４．１．諸注意

基本的に、マウス操作で選択、決定を行いますが、キーボードのみでも操作が可能です。 
• 各入力で Enterキー、Tabキーを押すと、次の項目に進みます。 
• Shift + Tabキーを押すと、手前の項目に戻ります。 
• 「確定」や「実行」の部分でShift + Enterキーを押すと、各項目の選択ができます。
• F1～F12キーには対応しておりません。 

４．２．初期設定
本ソフトをインストールした後、まず初期設定を行います。 
その際、設定ファイルによって、初期設定用のメニュー画面に設定する必要があります。 
設定ファイルを書き換えて本ソフトを起動すると、図 3の初期設定用メニュー画面が表示されます。 
赤枠内が、初期設定用メニュー独自の処理になっています。 

図３ 初期設定用メニュー画面 

  ※ 図 3 のメニュー画面を表示するには、設定ファイルの項目“maintenance_mode”（初期表示設定項目）
を“1”に設定して、本ソフトを起動する必要があります。 
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４．２．１．業者登録・変更するとき：「業者設定」 
業者を追加登録・または既存業者の登録内容を変更するときは、「業者設定」を選択します。 
選択すると、図 4が表示されます。 

図４ 「業者設定」画面 

（1）処理区分のうち、処理したい内容を選択します。
「新規」：新規業者を登録する際に使用します。 
「修正」：既に登録してある業者の、登録内容を変更します。 
「削除」：既に登録してある業者を削除します。 

（2）処理区分を選択後、以下の項目を入力または変更します。 
「業者コード」：業者の数字コードを任意で入力します。 

他業者との重複はできません。 
「業者名称」：業者の正しい名称を指定します。 
「業者略称」：本ソフトで用いられる、業者の略称を指定します。 
「 値 引 率 」 ： 該 当 業 者 の 薬 剤 マ ス タ 設 定 時 の 、 値 引 率 初 期 値 を 一 律 設 定 し ま す 。
               空白でもかまいません。 
「 消 費 税 区 分 」 ： 該 当 業 者 の 薬 品 に 消 費 税 を 加 え る か ど う か を 指 定 し ま す 。
 （仕入入力の際に変更可）

（3）最後に「確定」を選択すると、変更が反映されます。
「戻る」で、メニューに戻ります。 
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４．２．２．内服、外用などの薬剤区分を設定する：「薬剤区分設定」 
日レセでは、登録薬剤を「内服」「外用」「注射」「歯科」などによって区分しています。 

本ソフトでは、「麻薬」など日レセに登録されていない区分を登録することができます。 
（本ソフトの薬剤区分の初期設定は、「内服」「外用」「注射」です） 

本処理を行うときには、「薬剤区分設定」を選択します。選択すると、図 5が表示されます。 

図５ 薬剤区分登録画面 

（1）処理したい内容を選択します。
「新規」：新規薬剤区分を登録する際に使用します。 
「修正」：既に登録してある薬剤区分の、登録内容を変更します。 
「削除」：既に登録してある薬剤区分を削除します。 

（2）処理を選択後、以下の項目を入力または変更します。 
「区分コード」：薬剤区分のコードを任意で入力します。他の区分との重複はできません。 
「日レセコード」：日レセに区分が登録されている場合、そのときの区分コードを指定します。 
「区分名称」：薬剤区分の名称を指定します。 

（3）最後に「確定」を選択すると、変更が反映されます。 
「戻る」で、メニューに戻ります。 
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４．２．３．薬剤情報を最新の状態に更新する：「薬剤情報更新」 

薬剤名称や 9桁コード、薬価の最新情報として、日レセの基本薬剤情報を薬剤ソフトに取り込み 
薬剤情報を更新します。 
まず、「薬剤情報更新」を選択します。選択すると確認画面が表示されます。 
「はい」を選択すると、薬剤情報の更新を開始します。 
この処理は、時間がかかることがあります。 
処理が終了する、または「いいえ」を選択すると、メニュー画面に戻ります。 

４．２．４．薬剤マスタを CSV ファイルより取り込む：「初期薬剤取込」

ファイルを読み込み、薬剤情報の初期設定をします。 
本処理を行うときには、「初期薬剤取込」を選択します。選択すると、図 6が表示されます。 
※ 初期薬剤取込の前に、必ず「薬剤情報更新」を行ってください。
※ 初期薬剤取込の後に、取込みデータの反映のため「月次処理」を行ってください。 

図６ 初期薬剤取込画面

（1）処理したい内容を設定します。
「集計年月」：薬剤情報を登録する年月を指定します。 
運用開始時の薬剤設定の場合、運用開始の一ヶ月前を設定してください。 
「ファイル」：薬剤情報を記述したファイル名を絶対パスで設定します。 

（2）最後に「実行」を選択すると、ファイルの読み込みが始まります。 
「取消」で、メニューに戻ります。 

本処理を行うには薬剤情報を記述したCSVファイル（コンマ区切り）を用意する必要があります。
一行に一薬剤の情報を記述してください。
一薬剤で設定する項目については、後述します。注意に従って記述してください。
Windowsの MicroSoft Excelで、拡張子を”CSV”として保存してください。 
1）各項目は、コンマ（,）で区切ります。
2）項目の中にコンマ（,）が含まれている場合には、項目をダブルクォーテーション（”）で括

ってください。
（項目の中にコンマ（,）が含まれていない場合、項目をダブルクォーテーション（”）で括
っても括らなくともかまいません）

3）ダブルクォーテーション（”）は、項目の中に記述しない  ように設定をお願いします。記
述した場合、正常に薬剤情報を取り込むことができません。ダブルクォーテーション（”）を
記述する場合には、本処理後に薬剤を個別に呼び出して、修正を行ってください。 

CSVファイルは、EUC-JP、UTF-8 に対応しています。
orcaDBの連携状況によってCSV入出力文字コードを指定してください。
詳細はインストールマニュアルの 拡張漢字対応(DB UTF-8)を参照してください。
本処理によって独自薬剤を登録することはできません。（独自薬剤については、）独自薬剤を登録
する場合には、本処理後に個別登録してください。 
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CSVファイルの各項目と注意点を以下に示します。 
（※）印の項目には、数字を設定してください。本項最後の「数字の設定の注意」を参照してください。

 
1. 日レセ薬剤コード または 入力コード 

日レセの薬剤診療コード（9桁）または医院独自の薬剤入力コードを設定します。
薬剤診療コードとして存在しない場合、また入力コードとして設定されていない場合、 
またこの項目が空だった場合、該当行は設定されません。 

2. 品番
在庫管理ソフトで管理する、薬剤の品番を設定します。 
この項目が空だった場合で、入力コードが設定されていれば、その入力コードが 
品番として設定されます。 
この項目が空で該当薬剤の入力コードが設定されていないと、該当行は設定されません。 

3. 業者
該当薬剤の業者を設定します。 
事前に「業者登録マスタ」から業者を登録し、その名前で設定してください。 
業者として登録していない名称を設定する、または空として設定すると、 
該当行は設定されません。 

4. 薬剤区分 
「内服」「外用」「注射」などの薬剤の種類を設定します。 
特に「麻薬」など、日レセで設定されていない薬剤種類の設定の場合はご注意ください。
事前に「薬剤登録マスタ」から薬剤種類を登録し、その名前で設定してください。 
薬剤種類として登録していない名称を設定すると、該当行は設定されません。 
この項目が空の場合、該当薬剤が属する薬剤種類が設定されます。 

5. 納入単価（※） 単位：円
薬剤の納入単価を設定します。 
この項目が空の場合、該当薬剤の「薬価」が設定されます。 

6. 梱包単位（※） 単位：薬剤単位 
薬剤を梱包単位で扱う場合に、梱包単位の包装数を設定します。 

7. 包装単位（※） 単位：薬剤単位 
薬剤を包装単位で扱う場合に、包装単位のバラ数を設定します。 

8. 梱包数（※） 単位：梱包 
初期梱包数を設定します。 

9. 包装数（※） 単位：包装 
初期包装数を設定します。 

10.バラ数（※） 単位：薬剤単位 
初期バラ数を設定します。 

11.発注用Ｐ点（※） 単位：薬剤単位 
薬剤の在庫がこの発注点を下回ると、「薬剤発注リスト」に掲載されます。

12.値引率（※） 単位：％
薬剤ごとに設定されている値引率初期値を設定します。 
0～100％の間の数値で設定してください。その他の設定の場合、0％が設定されます。 

13.自動出庫の有無 
日レセで薬剤を使用した場合に、自動で出庫するかを設定します。 
「あり」「有」と設定すると、自動出庫「あり」として設定されます。
「なし」「無」と設定すると、自動出庫「なし」として設定されます。 
この項目が空の場合や、上記のどれにも属さない場合、自動出庫「あり」として設定されます。 

※数字設定の注意 
項目が空の場合や、数字として認識できない設定の場合、０が設定されます。 
（納入単価のみ、空の場合は該当薬剤の「薬価」が設定されます。） 
小数点以下第 3位以下は切り捨てられます。 
単位や”\”、”円”の記述は不要です。項目から除外してください。 
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４．３．基本設定 
４．３．１．薬剤情報を追加・変更するとき：「薬剤設定」

薬剤を追加登録・または既存薬剤の登録内容を変更するときは、「薬剤設定」を選択します。 
選択すると、図 7が表示されます。 

図７ 「薬剤設定」画面 
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（1）処理区分の「新規」「修正」「削除」と、独自薬剤の「新規」「修正」「削除」のうち、処理したい内容を選択します。
● 通常薬剤：通常の薬剤（日レセに登録されている薬剤）に対する処理です。 

「新規」：いずれの業者にも登録していない薬剤を、新規に登録する際に使用します。 
「修正」：既に登録してある薬剤の、登録内容を変更します。 
「削除」：既に登録してある薬剤を削除します。 
※通常薬剤の処理は、（２）「薬剤検索」により処理する薬剤選択します。

● 独自薬剤：日レセに登録されていない試薬や器材（以下、独自薬剤とします）に対する処理です。 
「新規」：いずれの業者にも登録していない独自薬剤を、新規に登録する際に使用します。 
「修正」：既に登録してある独自薬剤の、登録内容を変更します。 
「削除」：既に登録してある独自薬剤を削除します。 
※独自薬剤の情報は、項目をすべて手入力する必要があります。 

（２）処理区分を選択後、「薬剤検索」を選択します。選択すると、図8が表示されます。

 
図８ 「薬剤検索」画面 

（３）処理したい薬剤を検索します。 
「カナ曖昧名称」「種類」「日レセ薬剤CD」のいずれかを入力し、（複数入力可） 
「検索」を選択します。 
表に、検索結果が表示されます。 
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（４）表中の薬剤を選択後、「決定」を選択すると、図 4に画面が戻り、選択薬剤の情報が表示されます。 
  薬剤情報項目は、以下のとおりです。 

「短縮コード」：日レセで登録してある短縮コードを参照できます。 
薬剤の短縮コードが未登録の場合は、「未登録」と表示されます。 

「卸業者」：薬剤を卸している業者を設定します。（複数可） 
左側が卸業者、右側が卸業者に含まれない全業者を表します。 

追加： 右側の全業者一覧から、追加したい業者を選択し、「追加」ボタンを押します。 
削除： 左側の卸業者一覧から、削除したい業者を選択し、「削除」ボタンを押します。

 

「薬剤名称」：薬剤の正式名称です。 
「薬剤カナ名」：薬剤の短縮名（カタカナ）です。 
「薬剤種類」：「内服」「注射」「外用」のいずれかが選択されます。 
  （初期設定により、「麻薬」「独自薬剤」などを追加設定することが可能です）
「最新納入単価」： 

「単価入力設定」の場合：こちらで単価を入力することが出来ます。 
「単価割返設定」の場合：３．４ 日々の在庫入力の経過から、現状の単価が表示されます。 

「単位」：薬剤の単位です。 
「薬価」：薬価基準の値です。 

独自薬剤では、この値も独自に設定する必要があります。 
「梱包数単位」「包装数単位」： 

梱包単位の包装数、包装単位のバラ数を設定します。 
「単品値引率」：在庫を入力するときの、値引率初期値を設定します。 
「自動出庫」：薬剤の使用量を自動で出庫するかを設定します。 

通常は、「あり」を選択してください。 
軟膏など使用量が曖昧でカウントできない、あるいは独自薬剤で出庫量を取得できない 
ような場合には、「なし」を選択してください。 

※独自薬剤の使用量は、「院内処理」の「部門出庫」にて入力してください。 

（５）処理区分ごとに、薬剤情報の変更を行います。 
・「新規」：「品番」を登録してください。 
  短縮コードを選択して「設定」を選択すると、短縮コードを品番として登録することもできます。 
  また、薬剤情報に変更があれば、入力し直して、「確定」を選択してください。 
・「修正」：薬剤情報に変更があれば、入力し直して、「確定」を選択してください。 
・「削除」：そのまま「確定」を選択してください。 
確認画面で「はい」を選択すると、処理が実行されます。 
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検索での注意事項）＜ver02.00より変更＞ 

  i.     「新規」で検索対象になるのは、業者登録されていない薬剤、
         「修正」「削除」で検索対象になるのは、選択した業者に登録されている薬剤です。 
  ii.     一度に表示される薬剤は100種類が最大です。 
          その中に指定の薬剤が含まれていない場合には、検索条件を増やしてください。 
  iii.    たとえば、「アイ」という文字列で検索すると、「アイ＊＊＊」という薬剤だけでなく、 
         「＊＊アイ＊＊」などの、文字の途中に文字列が含まれる薬剤も検索されます。 

４．３．２．出力プリンタを変更するとき：「プリンタ設定」 
＜プリンタが複数接続されている医療機関様用＞ 

操作中のマシンで、帳票を出力するプリンタを設定するときは、以下の手順で処理を行います。 
まず、「プリンタ設定」を選択します。 
選択すると、図9のようになります。 

図９ プリンタ設定 

「プリンタ名」には、現在設定されているプリンタ名が初期表示されます。 
この「プリンタ名」の記述を変更して「実行」を選択すると、出力プリンタが変更されます。 
なお、プリンタ名の記述に誤りがあると、帳票が出力されませんのでご注意ください。
 
「取消」を選択すると、図 2のメニュー画面に戻ります。 
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４．３．３．薬剤情報を最新の状態に更新する：「薬剤情報更新」 

新規薬剤が「薬剤登録」の新規薬剤検索で見つからないときには、以下の手順で 
処理を行い、日レセの基本薬剤情報を薬剤ソフトに取り込み、薬剤情報を更新します。 
まず、「薬剤情報更新」を選択します。 
選択すると図 10の確認画面が表示されます。 

図１０ ＯＲＣＡ薬剤マスタ取込 

「はい」を選択すると、薬剤情報の更新を開始します。 
この処理は、時間がかかることがあります。 
処理が終了する、または「いいえ」を選択すると、図 2のメニュー画面に戻ります。 
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４．４．日次業務 
４．４．１．日々の伝票入力：「伝票入力」 

伝票から、在庫の仕入、返品、値引（値増）を入力するときは、以下の手順で処理を行います。 
（１）図 2の起動画面で、「伝票入力」を選択します。 
選択すると、図 11のようになります。 

図１１ 「伝票入力」画面・１ 

（２） 仕入れた薬剤の「業者」を選択し、「伝票」の番号、仕入れた「日付」を入力して、 
「決定」を選択してください。 
なお、「伝票」は空白でも入力が可能です。 
選択すると、図 12のように、下部の項目が入力可能になります。 
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図１２ 「伝票入力」画面・２ 

なお、「業者」「伝票」「日付」を設定し直す場合には、「クリア」を選択してください。 
図 11の画面に戻ります。 

（３）区分の項目で、「仕入」「返品」「値引」のいずれかを選択し、 
  薬剤品番を入力します。 
  登録されている薬剤品番が入力されると、「薬剤品名」が表示されます。 
  このとき、日レセで登録されている薬剤の入力コードを入力しても、「薬剤設定」で登録されてい
る 
  薬剤であれば、薬剤を呼び出すことができます。 

  また、「薬剤品番」を選択すると、4.3.1節の薬剤検索の手順で、薬剤を選択することができます。 
  （詳しくは、4.3.1節をご参照ください。） 
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図１３ 「伝票入力」画面・期限切れ薬剤 

ここで、指定した薬剤の使用期限が切れていた場合、図 12のように薬剤名が黄色になり、 
警告メッセージが表示されます。 
薬剤の名称変更や、代わりの薬剤を設定する場合には、薬剤マスタの設定で期限切れ薬剤を削除し、 
同じ品番で新規に薬剤を登録してください。品番が同じであれば、これまでの伝票入力などの 
情報は引き継がれます。 
なお、期限切れの薬剤も通常どおり入力することが可能です。帳票にも通常どおり計上されます。 
ただし、日レセでは期限切れの薬剤を入力することができないため、使用量は本ソフトの「部門 
出庫」により登録してください。 
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（４）薬剤の数量を入力します。
  ここで、バラ数を単位分まとめたものが包装、包装を単位分まとめたものが梱包で、 

  （梱包数×梱包入数＋包装数）×包装入数＋バラ数が、全数量となります。 

    注意）「返品」「値引」では、マイナスが基準になっていますので、数量や値段を入力すると、 
         マイナス符号をつけなくとも、マイナスとなります。 
    例）仕入：数量入力 －１０ → 実際の数量 －１０ 
        返品：数量入力   １０ → 実際の数量 －１０ 

    なお、「値引」でマイナス符号をつけると、値段のプラス修正、すなわち「値増」となります。 

（５）次の入力は、初期設定により異なります。
単価入力設定のとき 

「単価」を入力します。
　入力すると、「金額」、初期の「値引額」、「消費税」、「税込金額」が表示されます。

単価割返設定のとき 
「金額」を入力します。 
　入力すると、「在庫単価」、初期の「値引額」、「消費税」、「税込金額」が表示されます。

（６）必要であれば、「値引額」、「消費税」を変更します。 

（７）「確定」を選択すると、図 14のように、登録内容が表に追加されます。 
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図１４ 「伝票入力」画面・３ 

（８）既に登録した、表の内容を変更するときには、表中の変更したい行を選択し、「明細決定」を 
  選択します。登録情報が表示されますので、適宜変更して、再度「確定」を選択してください。 

（９）表の内容を削除するときは、表中の削除したい行を選択し、「明細決定」を選択した後、 
  「削除」を選択してください。

(１０)「戻る」で、図 2のメニュー画面に戻ります。
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４．４．２．日々の院内処理入力：「院内処理」 

院内処理となる、在庫の調整、部門出庫、部門返品、廃棄を設定するときは、以下の手順で処理を
行います。

（1）図 2の起動画面で、「院内処理」を選択します。
選択すると、図 15のようになります。

図１５ 「院内処理」画面

（2）処理する薬剤の「業者」を選択し、仕入れた「日付」を入力して、「決定」を選択してください。
選択すると、下部の項目が入力可能になります。 

なお、「業者」「日付」を設定し直す場合には、「クリア」を選択してください。 
図 15の画面に戻ります。

（3）区分の項目で、「調整」「部門出庫」「部門返品」「廃棄」のいずれかを選択し
薬剤品番を入力します。 
登録されている薬剤品番が入力されると、「薬剤品名」が表示されます。 

また、「薬剤品番」を選択すると、4.3.1節の薬剤検索の手順で、薬剤を選択することができます。
（詳しくは、4.3.1節をご参照ください。） 

（4）薬剤の数量（梱包、包装）を入力します。 
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注意） 「調整」は、バラ数にマイナス符号をつけることで、数量や値段を減らすことができます。
  （符号をつけなければ、数量や値段を増やす調整となります） 
  「部門出庫」では、マイナスが基準になっていますので、数量や値段を入力すると、 
  マイナス符号をつけなくとも、マイナスとなります。 
  「部門返品」はプラスが基準になってます。

例）調整：    数量入力 －１０ → 実際の数量 －１０
    部門出庫：数量入力   １０ → 実際の数量 －１０
    部門返品：数量入力   １０ → 実際の数量 ＋１０
 
 

（5）「金額」の入力は、「調整」の場合に記入します。「部門出庫」「部門返品」「廃棄」の場合は
入力の必要はありません。 
なお、「金額」の入力は、初期設定により異なります。 
a) 単価入力設定のとき： 「単価」を入力します。 
b) 単価割返設定のとき： 「金額」を入力します。 

（6）「確定」を選択すると、登録内容が表に追加されます。

（7）既に登録した、表の内容を変更するときには、表中の変更したい行を選択し、「明細決定」を 
選択します。登録情報が表示されますので、適宜変更して、再度「確定」を選択してください。 

（8）表の内容を削除するときは、表中の削除したい行を選択し、「明細決定」を選択した後、
「削除」を選択してください。 

（9）「戻る」で、図 2のメニュー画面に戻ります。 
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４．５．月次出力 

月次出力は、以下の手順で行います。 
1）「薬剤情報更新」を実行します。 
2）該当月を指定して「薬剤使用量取込」を実行します。 
3）該当月を指定して「月次処理」を実行します。 
4）各帳票を出力します。 

1）「薬剤情報更新」を選択します。 
確認メッセージで「はい」を選択します。 

2）「薬剤使用量取込」を選択します。 
選択すると、図 16のようになります。

 
図１６ 「薬剤使用量取込」画面 

年、月を入力し、「実行」を選択します。
確認メッセージで「はい」を選択します。 
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3）「月次処理」を選択します。選択すると、図 17のようになります。 

図１７ 「月次処理」画面

年、月を入力し、「実行」を選択します。 

注意１）「月次処理」で、「実行」を選択後、図 18、図 19の表示があることがあります。 

図１８ 「月次処理」エラー画面・１ 

→図 18の表示のときは、前月のマスタ集計を行っていません。 

システム導入から最初の集計のときは、いいえを選択して、集計を行ってください。 
継続してシステムを使用しているにもかかわらず、前月の集計を行っていない場合は、
はいを選択してキャンセルし、前月の集計からやり直してください。 

図 １９ 「月次処理」エラー画面・２ 

→図 19の表示のときは、既に、該当月のマスタ集計を行っています。 
再度集計を行うには、いいえを選択して、集計を行ってください。 
はいを選択すると、キャンセルされます。 
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注意２）数ヶ月前にさかのぼって「月次処理」をするときに、診療行為を変更した場合には、
「薬剤使用量取込」で、その月の診療データを入力し直してください。 

注意３）数ヶ月前の処理をした後、現在の月次集計を行う場合、 
その月から現在までの月次集計を、順番にすべて行ってください。 
例）2004年 3月現在に、2003年 12月の月次集計を行った場合 
  →2004年 1月、2004年 2月の月次集計を行った後、2004年 3月の集計を行う 

4）“帳票出力業務”の各表を選択します。 

４．５．１．棚卸準備一覧表 
在庫棚卸の際に、確認するための帳票です。 

また、出力の最後に、薬剤区分別（内服、外用、注射など）に合計額を集計した表を出力します。 

「棚卸準備一覧表」を選択すると、図 20の画面が表示されます。 

図２０ 「棚卸準備一覧表」画面 
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条件として、「集計年月」と「薬剤区分」（全区分、各区分）を入力します。 

○ 棚卸準備一覧表の項目 
  ① 品番：「業者別品目マスタ」にて登録する、薬剤ごとの番号です。 
  ② 品名：薬剤の名称です。 
  ③ 在庫単価：薬剤の、バラ数単位ごとの価格です。 
    初期設定により、以下のいずれかの値とします。 

１）最終納入単価：最新の在庫入力で登録した値 
２）累計平均単価：該当年１月から現在までの累計平均単価の値

  ④ 当月在庫量：当月の理論在庫です。 
バラ数を単位分まとめたものが包装、包装を単位分まとめたものが梱包で、 
（梱包数×梱包単位＋包装数）×包装単位＋バラ数となります。 

  ⑤ 単位：薬剤の数量の単位です。 
  ⑥ 在庫金額：現在の在庫を金額換算した値です。

（在庫単価×前月在庫量、小数点未満切り捨て） 

※ 旧バージョンにて出力されていた薬剤区分別集計表は、出力しないよう変更しました。 
同じ内容の帳票は、前月の在庫一覧表にて出力することができます。 

「帳票印刷」を選択すると、「プリンタ設定」で設定したプリンタから、帳票が出力されます。
帳票のサンプルを次頁に示します。 
「ＣＳＶ出力」を選択すると、設定ファイルで設定されたディレクトリに、印刷内容がＣＳＶファイル
として出力されます。 
「画面表示」に関しては後述します。 
「戻る」を選択すると、図 2のメニュー画面に戻ります。
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○ 「画面表示」について 
本処理では、帳票で出力される内容を画面表示します。 
この処理は、他の帳票出力でも選択することができます。 

（1）各帳票出力画面で、「画面表示」を選択します。選択すると、図 21のようになります。

図２１ 帳票画面表示 １ 

（2）「決定」を選択すると、図 22のように帳票で出力される内容が表示されます。
また、各項目は「並び順」で選択することができ、帳票出力の内容を「並び順」で設定した
項目の値の小さい順、または大きい順に並び替えて表示することができます。
項目表示後に「並び順」を変更するには、「取消」を選択して図 19の画面に戻して、 
「並び順」を設定しなおしてください。 
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図２２ 帳票画面表示 ２ 

（3）図 22の表示のとき、「ＣＳＶ出力」または「帳票印刷」を選択すると、表示されている内容、順番で
ＣＳＶ出力、帳票印刷が実行されます。 
「戻る」を選択すると図 2のメニュー画面に戻ります。 
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４．５．２．品目別差益高分析表 
品目別差益高分析表は、薬剤に使用した金額、差益額を出力した帳票です。 
薬剤の出力順は、使用高順と差益高順で選択することが出来ます。 
「品目別差益高分析表」を選択すると、図 23の画面が表示されます。 

図２３ 「品目別差益高分析表」画面 

「集計年月」と「薬剤区分」、「詳細」、「印刷」を入力し、「実行」を選択します。 
「詳細」：詳細と合計から選択します。 

詳細は、各薬剤の使用、差益情報をすべて出力します。 
合計は、薬剤区分別の合計金額を出力します。 

「印刷」：詳細を出力する場合、薬剤の出力順序を「使用高」「差益高」のいずれかより選択します。 

「戻る」を選択すると、図 2のメニュー画面に戻ります。 
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品目別差益高分析表の項目 
1 使用高の順位 ：薬剤品目で使用高の多いものから順位をつけます（使用高は⑩を参照） 
2 差益高の順位 ：薬剤品目で差益高の多いものから順位をつけます（差益高は⑬を参照） 
3 品番 ：「業者別品目マスタ」にて登録する、薬剤ごとの番号です。 
4 品名 ：薬剤の名称です。 
5 単位 ：薬剤の単位です。
6 薬価 ：薬剤の薬価です。ORCAの薬剤マスタデータを参照しています。 
7 納入価 ：薬剤の納入単価です。本ソフトの在庫データを参照しています。 

なお、計算方法（平均値、最終値）は設定ファイルによって変更可能です。 
8 差益 ：（薬価－納入価）の値です。 
9 使用量 ：該当月の薬剤使用量です。ORCAの診療行為データを参照しています。 
10 使用高 ：該当月に使用した薬剤を金額換算した値です。（薬価×使用量） 
11 使用高の割合 ：該当月の全薬剤の使用高に対する、対象薬剤の使用高の割合です。 

（１００×対象薬剤の使用高÷全薬剤の使用高） 
12 差益高 ：該当月に使用した薬剤の差益高の値です。（差益×使用量） 
13 差益高の割合 ：該当月の全薬剤の差益高に対する、対象薬剤の差益高の割合です。

（１００×対象薬剤の差益高÷全薬剤の差益高）

使用高合計金額一覧表の項目
1 薬剤区分 ：「内服」「外用」「注射」などの薬剤区分です。 
2 金額 ：薬剤区分ごとの使用高合計、および総合計金額です。
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４．５．３．薬剤マスタ出力 
登録した薬剤マスタの一覧を出力することができます。 
「薬剤マスタ印刷」を選択すると、図24の印刷画面が表示されます。 

図２４ 薬剤マスタ印刷画面 

ここで、「業者」「薬剤区分」を選択し、「決定」を選択すると、次頁の帳票が印刷されます。 
「戻る」を選択すると、図2のメニュー画面に戻ります。 

帳票の項目
1 業者名：選択した業者名です。

「全指定」を選択した場合、順番に全業者のマスタが、頁に分かれて出力されます。 
2 区分：「内服」「外用」「注射」などの薬剤区分です。 

「全指定」を選択した場合、連続して全区分のマスタが出力されます。 
3 品番：「業者別品目マスタ」にて登録する、薬剤ごとの番号です。 
4 品名：薬剤の名称です。 
5 単位：薬剤の数量の単位です。 

薬価：薬剤の薬価基準です。
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４．５．４．デッドストックリスト 
半年など、ある期間内に使用していない薬剤（デッドストック）のリストを出力します。 
「デッドストックリスト」を選択すると、図 25の印刷画面が表示されます。 

図２５ デッドストックリスト画面 

ここで、「業者」「薬剤区分」を選択し、「決定」を選択すると、次頁の帳票が印刷されます。 
「戻る」を選択すると、図 2のメニュー画面に戻ります。 

帳票の項目 
1 業者名：選択した業者名です。 

「全指定」を選択した場合、順番に全業者のマスタが、頁に分かれて出力されます。 
2 区分：「内服」「外用」「注射」などの薬剤区分です。 

「全指定」を選択した場合、連続して全区分のマスタが出力されます。 
3 品番：「業者別品目マスタ」にて登録する、薬剤ごとの番号です。 
4 品名：薬剤の名称です。 
5 単位：薬剤の数量の単位です。 
6 薬価：薬剤の薬価基準です。 
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４．５．５．薬剤発注リスト 
各薬剤に設定している薬剤発注のリストを出力します。 
「薬剤発注リスト」を選択すると、図 26の印刷画面が表示されます。 

図２６ 薬剤発注リスト画面 

ここで、「業者」「薬剤区分」を選択し、「決定」を選択すると、次頁の帳票が印刷されます。 
「戻る」を選択すると、図 2のメニュー画面に戻ります。 

帳票の項目 
1 業者名：選択した業者名です。 

「全指定」を選択した場合、順番に全業者のマスタが、頁に分かれて出力されます。 
2 区分：「内服」「外用」「注射」などの薬剤区分です。 

「全指定」を選択した場合、連続して全区分のマスタが出力されます。 
3 品番：「業者別品目マスタ」にて登録する、薬剤ごとの番号です。 
4 品名：薬剤の名称です。 
5 単位：薬剤の数量の単位です。 
6 薬価：薬剤の薬価基準です。 
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４．５．６．指定品目使用患者一覧表 
指定品目使用患者一覧表は、特定の薬剤を使用した患者と使用日、また最終払出料を 

まとめた帳票です。 

「指定品目使用患者一覧表」を選択すると、図 27の画面が表示されます。 

図２７ 「指定品目使用患者一覧表」画面 

「集計年月」を入力し、検索したい薬剤の「品番」を入力して、「実行」を選択します。
「戻る」を選択すると、図 2のメニュー画面に戻ります。 

複数の薬剤を指定して検索することもできます。その際、ANDと ORの印によって、 
  AND：入力した薬剤すべてを使用している患者の一覧 
  OR：入力した薬剤のいずれかを使用している患者の一覧 
を印刷することができます。 
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帳票の項目 
1 連番：患者のカルテ番号です。 
2 患者番号、氏名、保険：該当患者のカルテ番号、氏名、主保険番号です。 
3 使用品目：２品目以上の薬剤を ORで選択したとき、患者がどの薬剤を使用しているかを 

品名番号によって区別します。 
4 使用日：該当月に薬剤を使用した日を、すべて表示します。 
5 払出量：最後に薬剤を処方した日の、該当薬剤の払出数量です。 

２品目以上の薬剤を選択すると、表示されません。
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４．５．７．仕入先別伝票一覧表 
仕入先別伝票一覧表は、仕入先別の伝票登録内容をまとめた帳票です。 
「仕入先別伝票一覧表」を選択すると、図 28の画面が表示されます。 

図２８ 「仕入先別伝票一覧表」画面 

伝票入力日時の「対象範囲」を入力し、「業者」、「詳細」を選択後、「実行」を選択します。 
「詳細」：詳細と合計から選択します。 

詳細は、各伝票の入力内容をすべて出力します。 
合計は、業者ごとの合計金額を出力します。
 

「戻る」を選択すると、図 2のメニュー画面に戻ります。
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帳票の項目
1 日付：薬剤を仕入れた日付です。 
2 品番：「業者別品目マスタ」にて登録する、薬剤ごとの番号です。 
3 品名：薬剤の名称です。 
4 単位：薬剤の数量の単位です。 
5 合計量：バラ数を単位分まとめたものが包装、包装を単位分まとめたものが梱包で、 

（梱包数×梱包単位＋包装数）×包装単位＋バラ数＝合計量 となります。 
6  金額：薬剤の基本金額です。（合計量×単価） 

 購入金額＝合計量－値引料 となります。 
現在、仕様にて、消費税額は購入金額に含まれません。 

7 伝票：「仕入」「調整」「返品」が表示されます 

仕入先別伝票一覧表（合計）の項目 
1 No ：通し番号です。 
2 業者 ：薬剤仕入先の業者名です。 
3 合計量 ：薬剤量の合計です。 
4 金額 ：業者ごとの伝票金額の合計、および総合計金額です。 
5 値引 ：伝票入力ごとに登録した値引の合計額です。 

値引伝票の金額は、「金額」欄に計上されます。 
6 消費税額 ：（消費税ありの設定のとき）金額の消費税額です。 
7 購入金額 ： 金額＋消費税額です。 
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４．５．８．在庫一覧表 
在庫一覧表は、月の薬剤在庫の出入りをまとめた帳票です。 
「在庫一覧表」を選択すると、図 29の画面が表示されます。 

図 ２９ 「在庫一覧表」画面 

「集計年月」「詳細」を入力し、「実行」を選択します。 
「詳細」：詳細と合計から選択します。 

詳細は、各薬剤の使用、差益情報をすべて出力します。 
合計は、薬剤区分別の合計金額を出力します。 

「戻る」を選択すると、図 2のメニュー画面に戻ります。 
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帳票の項目
1 品番：「業者別品目マスタ」にて登録する、薬剤ごとの番号です。 
2 品名：薬剤の名称です。 
3 単位：薬剤の数量の単位です。 
4 薬価基準：ORCAに登録されている、標準の薬剤単価です。 
5 在庫単価：現在の単価です。 
6 単価率：薬価基準に対する在庫単価の割合です。 

（在庫単価÷薬価基準、小数点二位以下切り上げ） 
7 繰越量：前月から繰り越された残り数量です。マイナスになることもあります。 
8 入庫量：該当月に仕入れた数量です。 
9 払出・使用量：該当月に診療で払出・使用した数量です。 
10 返品量：返品をした数量です。この数量分だけ、在庫がマイナスされます。 
11 調整量：調整をした数量です。調整は通常＋修正ですが、マイナスになることもあります。

 
12 在庫量：現在の、在庫の数量です。マイナスになることもあります。 

（在庫量＝繰越量＋入庫量－払出・使用量－返品量＋調整量） 
13 在庫金額：現在の在庫数量を、金額に換算した値です。 

在庫量合計金額一覧表の項目 
1 薬剤区分 ：「内服」「外用」「注射」などの薬剤区分です。 
2 金額 ：薬剤区分ごとの在庫金額合計、および総合計金額です。
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４．６． 期末業務 
４．６．１．棚卸入力 

実在庫の棚卸を行い、実在庫量をまとめて登録するときは、以下の手順で処理を行います。 
注意）入力年月の「月次処理」を行っていないと、棚卸入力を行うことができません。 
      本操作の前に、入力年月の「月次処理」を行うようにしてください。 

（１）図 2の起動画面で、「棚卸入力」を選択します。 
      選択すると、図 30のようになります。 

図３０ 「棚卸入力」画面１ 
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図３１ 「棚卸入力」画面2 

（２）処理する「薬剤区分」を選択し、棚卸の「入力年月」を入力して、「決定」を選択してください。 
      選択すると、図 31の画面のように、該当薬剤の一覧が表示されます。 
注意）入力年月の「月次処理」を行っていないと、薬剤表示は行われません。 

（３）初期状態では、「実在庫」として「理論在庫」の値が登録されています。 
      実在庫が登録されていない項目は、「登録済」の項目が×印になっています。 
      正しい「実在庫」を入力するには、該当薬剤の「入力」項目を選択し、表内に実在庫量を入力し 
      てください。 
      なお、入力欄は、在庫量入力→Enterキーで次の項目に移動しますので、次々に実在庫量を入力
      していくことができます。 
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図３２ 「棚卸入力」画面３ 

（４）実在庫量を入力し終わりましたら、「登録」を選択してください。 
      確認画面で「はい」を選択すると、入力した実在庫量が反映されます。 
      再度、「決定」により該当薬剤の表を表示させると、図 32のように登録した値が「実在庫」欄に 
      反映され、実在庫を入力した薬剤のみ、「登録済」の項目が○印になります。 

（５）実在庫の入力内容を消去して、「薬剤区分」「入力年月」を選択しなおすには、 
     「取消」を選択して、確認画面で「はい」を選択してください。 

（６）登録の確認で「はい」を選択すると、入力した実在庫量が反映されます。 
      再度、「決定」により該当薬剤の表を表示させると、図 32のように登録した値が「実在庫」欄に 
      反映され、実在庫を入力した薬剤のみ、「登録済」の項目が○印になります。 

注意） 実在庫の入力は、「登録」 ボタンを押して、「はい」を選択して初めて実行されます。 
       「登録」せずに「取消」や「戻る」を選択し、表を消去すると、入力した実在庫量も消去されます。 
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４．６．２．棚卸一覧表 
棚卸一覧表は、「棚卸入力」で入力された“実在庫”の一覧をまとめた帳票です。 
また、この“実在庫”と、薬剤の入庫・出庫から計算された“理論在庫”とを比較することもできま
す。 

「棚卸一覧表」を選択すると、図 33の画面が表示されます。 

図３３ 「棚卸一覧表」画面 

「集計年月」を入力し、「実行」を選択します。 
「戻る」を選択すると、図 2のメニュー画面に戻ります。 
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帳票の項目 
1 品番： 「業者別品目マスタ」にて登録する、薬剤ごとの番号です。 
2 品名： 薬剤の名称です。 
3 単位： 薬剤の数量の単位です。 
4 在庫単価： 現在の単価です。 
5 棚卸在庫： 「棚卸入力」で入力した実在庫量です。 
6 棚卸在庫金額： 実在庫を金額換算した値です。（在庫単価×棚卸在庫） 
7 理論在庫： 仕入と出庫より計算された、在庫量の理論値です。 
8 理論在庫金額： 理論在庫を金額換算した値です。（在庫単価×理論在庫） 
9 在庫差分： 棚卸在庫－理論在庫の値です。 
10 金額差分： 棚卸在庫金額－理論在庫金額の値です。 

棚卸量合計金額一覧表の項目 
1. 薬剤区分 ：「内服」「外用」「注射」などの薬剤区分です。 
2. 金額 ：薬剤区分ごとの棚卸の在庫金額合計、および総合計金額です。 
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４．７．データバックアップ 
本ソフトのデータを、別マシンにバックアップするには、メニューの「データバックアップ」を 
選択します。選択すると、図 34が表示されます。 

図３４ 「データバックアップ」確認画面 

「はい」を選択すると、データのバックアップが開始され、処理が終わるまでメッセージが表示されま
す。 
メッセージが消えると、バックアップ完了です。 
「いいえ」を選択すると、図 2のメニュー画面に戻ります。 

念のため、一週間に一度程度、バックアップすることをお勧めします。 

５．FAQ
Q1. メニュー画面が、図 2、または図 3 のいずれかしか表示できない。 
A1. 設定ファイルの項目“maintenance_mode”（初期表示設定項目）を編集してから、本ソフトを起動 
    する必要があります。“0”に設定すると図 2が、“1”に設定すると図 3が表示されます。 

Q2. 薬価などの情報が古い。 
A2. (1) まず、日レセで「92マスタ更新」を実行して、日レセのマスタ情報を最新にしてください。 

その後、本ソフトの「薬剤情報更新」を実行してください。 
    (2) (1)を実行しても解決しない場合、日レセとのデータ接続に異常がある可能性があります。 

設定ファイルの項目“orca_user,orca_pass,orca_ip”（ORCA運用マシンのユーザ、パス 
ワード、IPアドレス）を確認してください。 

Q3. 薬剤登録しようとしたところ、目的の薬剤が見つからない。 
A3. (1) 本ソフトの薬剤名称は、日レセに準拠しております。日レセの診療行為入力で入力可能な 

薬剤名称にて登録をお願いします。 
    (2) Q2を参考に、薬剤マスタを最新にした後、再度確認してください。 
    (3) 目的の薬剤が、期限切れや、名称変更されていないか、再度確認してください。 

Q4. 帳票が出力されない。 
A4. (1) 4.3.2「プリンタ設定」で、プリンタが正常に設定されているか確認してください。 
    (2) 出力プリンタの設定、ケーブル接続などを再度確認してください。 

Q5. 帳票で、数字の全項目が空白である。画面表示でも同様。 
A5. 帳票印刷の前に、必ず該当月の「月次処理」を実行してください。 

Q6. 帳票で、出力したい項目（平均、割合など）が存在しない。 
    また、出力したい種類の帳票が存在しない。 
A6. 一度、「CSV出力」にて帳票内容をCSVファイルとして出力し、EXCELなどの表計算ソフトを利用 
    して出力したい項目を計算する方法があります。 
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